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會
則
の
追
加
入
脚
致
用
二
類
の
由
来
と
瑞
邦
館
瑞
邦
傳
承
の
二
方
面
「
第
二
節
龍
南
會
の
傳
承
と
雜
誌
の
「
龍
南
」
改
題
龍
南
會
の
傳
承
に
就
い
て
は
、
そ
の
形
式
と
内
容
と
２
｜
方
面
を
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
そ
の
形
式
的
方
面
に
於
て
は
、
規
則
の
改
正
追
加
と
會
員
の
増
減
と
が
老
へ
ら
る
べ
く
、
そ
の
内
容
的
方
面
に
於
て
は
、
思
想
の
動
向
と
そ
説
に
伴
ふ
龍
南
會
雑
誌
の
内
容
と
か
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
る
に
思
想
の
動
向
に
開
し
て
は
、
前
に
も
多
少
飼
れ
て
置
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
錘
に
は
主
と
し
て
形
式
的
方
面
の
み
を
取
扱
っ
て
見
た
い
と
恩
〈
。
明
治
一
一
十
四
年
十
一
月
一
一
一
日
の
佳
辰
を
以
て
創
立
さ
れ
た
竈
南
會
會
則
な
る
も
の
は
、
翌
二
十
五
年
に
は
、
此
の
如
き
意
氣
と
抱
負
と
を
以
て
創
刊
せ
ら
れ
た
雑
誌
は
、
委
員
の
努
力
と
教
官
の
支
援
の
下
県
毎
號
豊
富
な
る
内
容
を
以
て
、
籠
南
人
に
歓
迎
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
り
て
國
家
の
前
途
に
向
っ
て
少
し
く
期
す
る
所
あ
り
し
を
已
に
期
す
る
所
あ
り
是
を
以
て
俗
事
暫
く
耳
目
の
外
に
拒
絶
さ
れ
人
類
の
競
争
、
東
洋
の
安
危
亦
唯
講
學
の
一
材
料
と
し
て
吾
輩
の
脳
裡
を
刺
衝
し
來
る
の
み
無
は
有
を
生
ぜ
す
播
か
ざ
れ
ば
稔
ら
か
前
途
志
あ
ろ
も
の
潜
心
、
學
を
講
か
亦
土
賞
に
止
む
を
得
ざ
る
も
の
な
り
夫
れ
然
ｂ
國
家
前
途
の
情
勢
は
吾
輩
を
躯
り
て
姑
ら
く
學
理
の
蕊
奥
を
講
究
せ
し
め
學
理
の
講
究
は
吾
輩
を
蟻
り
て
途
に
文
壇
に
筆
を
取
ら
し
む
る
に
至
れ
り
知
る
べ
し
時
勢
は
吾
輩
を
し
て
學
理
を
講
究
せ
し
め
境
遇
は
遂
に
吾
輩
を
し
て
雑
誌
を
發
行
せ
し
む
る
こ
と
を
蓋
し
之
を
以
て
敢
て
英
華
を
大
方
に
街
は
ん
と
す
る
に
あ
ら
す
唯
前
途
任
を
婚
へ
る
同
窓
畢
生
の
切
瑳
砥
礪
の
機
關
に
供
せ
ん
と
要
す
る
の
み
劇
：
Ｉ
ｉ
ｉ
‐
④
一
、
入
倉
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
共
原
籍
及
現
住
所
ヲ
詳
記
シ
其
旨
會
長
二
申
入
ル
ペ
シ
「
不
都
合
ノ
所
爲
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
役
員
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
除
名
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ペ
シ
「
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
一
一
依
り
退
會
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
理
由
ヲ
明
記
シ
共
旨
會
長
一
一
届
出
ヅ
ペ
シ
勝
の
三
箇
條
を
追
加
し
て
ゐ
る
。
入
退
會
に
關
す
る
規
則
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
除
名
云
為
の
海
條
項
に
至
り
て
は
、
現
在
の
規
則
に
も
そ
の
ま
シ
存
し
て
は
ゐ
る
が
、
當
時
に
遡
っ
て
考
へ
て
見
れ
ば
、
會
員
相
互
の
緊
張
と
磨
勵
と
が
想
像
せ
ら
れ
る
。
今
雑
誌
第
十
一
読
（
一
一
十
五
舟
年
十
一
月
一
一
一
日
發
行
）
の
雑
報
に
、
「
二
額
面
の
由
來
と
瑞
邦
館
」
と
題
す
る
記
事
が
あ
る
。
筆
即
ち
、
蹟
二
額
面
の
由
来
と
瑞
邦
館
過
般
倶
樂
部
に
は
勝
伯
の
揮
毫
せ
ら
れ
た
る
「
入
祁
致
用
」
の
額
面
と
白
虎
隊
戦
死
の
圖
面
を
掲
げ
ゐ
た
り
し
か
今
般
更
に
有
栖
川
一
品
親
王
殿
下
の
御
潤
筆
し
給
ふ
た
る
「
瑞
邦
Ｌ
の
額
面
を
掲
げ
た
り
ｂ
校
長
一
一
額
面
の
由
來
を
略
示
し
て
曰
く
予
は
寵
南
會
員
の
希
望
を
紬
れ
此
二
額
面
を
薇
ら
す
に
當
ｂ
豫
め
揮
毫
を
詩
ふ
べ
き
人
物
を
鐸
ぴ
た
り
想
ふ
に
有
栖
川
一
品
親
王
殿
下
は
天
皇
陛
下
を
除
く
の
外
貴
顯
中
最
景
仰
尊
崇
す
る
所
な
る
に
よ
り
Ｆ
Ｐ
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礪
艤
準
願
蓮
制
勝
雑
誌
部
委
員
の
減
少
犀
醗
轌
委
辮
鐵
轆
硅
此
を
以
て
観
る
も
、
流
石
に
龍
南
會
創
立
當
初
に
於
け
る
人
為
が
、
母
校
竝
に
本
會
に
對
す
る
思
慕
の
怖
の
濃
や
か
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
該
支
部
中
に
は
⑪
在
大
學
生
の
み
な
ら
ず
、
第
一
高
等
中
學
校
や
成
城
校
・
水
産
傳
習
所
等
に
在
學
中
の
者
も
、
数
名
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
同
年
雑
誌
部
委
員
を
減
じ
て
六
名
と
爲
し
、
總
務
委
員
を
潤
立
せ
し
め
た
こ
と
も
．
新
事
に
鴎
す
る
。
事
務
取
扱
規
則
に
於
て
は
⑰
明
治
廿
八
年
十
月
、
第
七
篠
新
一
一
起
ル
ペ
キ
部
門
ハ
之
ヲ
本
會
ノ
監
督
ノ
下
一
一
置
キ
｜
學
年
以
上
共
發
起
人
一
一
於
テ
萬
事
ヲ
負
捲
シ
其
時
日
經
過
ノ
第
一
一
章
龍
南
倉
の
今
昔
四
三
五
道
制
勝
」
の
額
面
と
相
對
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｔ
▽
、
ｂ
降
っ
て
一
一
十
七
年
に
は
い
東
京
に
於
て
龍
南
會
支
部
な
る
も
の
が
、
會
長
の
承
認
を
得
て
組
織
せ
ら
れ
、
東
西
相
呼
應
し
て
木
曾
の
隆
盛
を
見
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
そ
の
規
約
は
、
次
の
六
箇
條
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
。
『
本
會
ヲ
龍
南
會
東
京
支
部
ト
穂
ス
（
但
當
分
別
一
一
部
長
ヲ
置
カ
ズ
）
｜
、
本
會
一
一
幹
事
四
名
ヲ
置
ク
（
但
法
・
文
・
エ
・
理
ノ
各
分
科
一
一
一
名
宛
ノ
コ
ト
）
｜
、
本
會
ハ
・
隔
月
一
二
同
開
會
ス
（
但
九
月
ヲ
大
會
ト
ナ
シ
其
他
ヲ
小
會
ト
ナ
ス
）
一
・
幹
事
ハ
毎
會
ノ
経
一
一
於
テ
次
任
ノ
幹
事
ヲ
指
命
ス
｜
、
幹
事
ハ
毎
支
部
會
一
一
於
ケ
ル
緊
要
ナ
ル
事
項
ヲ
本
部
一
一
通
知
ス
ペ
シ
｜
、
幹
事
ハ
該
支
部
員
ノ
籠
南
會
費
ヲ
徴
集
シ
之
ヲ
本
部
一
一
逢
ル
ペ
シ
（
但
各
自
ノ
便
宜
一
一
ヨ
リ
各
自
本
部
二
紬
ム
ル
モ
差
支
ナ
一■￣￣■一一￣￣￣
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御
潤
筆
を
仰
ぎ
奉
り
た
り
又
士
一
額
面
は
之
を
天
下
の
高
人
物
に
請
ふ
こ
と
シ
し
た
り
し
然
れ
ど
も
今
の
世
に
當
ｂ
所
謂
高
人
物
と
坪
ぱ
る
餌
も
の
は
甲
黛
に
信
ぜ
ら
る
れ
は
乙
派
の
潮
る
所
と
な
り
穀
譽
褒
艇
一
な
ら
寸
潤
０
海
舟
翁
は
戊
辰
前
後
、
鼎
沸
▼
■
せ
し
天
下
を
鎮
め
し
大
切
あ
る
の
み
な
ら
ず
維
新
後
と
雌
亦
士
機
政
に
参
せ
ら
れ
た
り
今
や
功
成
り
名
遂
げ
悠
冷
自
適
、
天
下
墨
て
風
彩
を
想
像
す
乃
ち
翁
に
謁
し
て
謂
嘉
ふ
所
あ
り
し
に
即
日
彼
の
四
字
を
揮
毫
せ
ら
れ
た
ｂ
と
又
仁
曰
く
瑞
邦
、
入
祁
致
用
納
共
に
大
に
擦
る
所
あ
る
な
り
殊
に
瑞
邦
は
聖
廟
掲
ろ
所
の
「
瑞
邦
家
」
の
句
に
取
校
れ
ろ
も
の
な
れ
ば
自
今
余
は
此
倶
楽
部
に
名
く
る
に
瑞
邦
の
一
一
字
を
以
て
せ
ん
と
是
長
に
於
て
か
満
座
一
致
、
倶
樂
部
を
呼
ん
で
瑞
邦
館
と
し
龍
南
會
の
林
聖
な
る
唯
一
の
會
場
と
す
る
に
決
し
た
り
筆
之
に
依
れ
ば
、
嘉
納
校
長
が
籠
南
會
員
の
希
望
を
納
れ
、
愼
重
考
慮
の
末
、
特
に
有
栖
蹟
川
一
品
親
王
殿
下
と
勝
海
舟
と
に
懇
願
の
結
果
で
あ
っ
て
、
宮
殿
下
は
申
す
も
畏
し
、
勝
伯
に
至
り
て
は
、
人
格
識
見
勲
功
の
何
れ
よ
り
す
る
も
人
後
に
落
ち
ざ
る
の
士
、
洵
に
人
を
得
た
も
の
と
謂
ふ
く
く
、
爾
來
や
瑞
邦
館
が
、
龍
南
會
の
林
聖
な
る
會
場
と
な
っ
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
の
も
、
當
然
で
あ
ら
う
。
而
し
て
勝
伯
の
額
は
、
今
、
柔
創
道
場
の
東
部
剣
道
部
の
正
面
に
掲
げ
ら
れ
、
柔
道
部
の
正
面
に
あ
る
嘉
納
校
長
の
「
順
Ｉ･
ｌＩｉ
角
ら
電
尼
宅
■
Ｐ
似
四
三
四
■
‐
０
０
少
Ｂ
卜
ｂ
Ⅱ
■
■
］
造士館の
溌
校
と
龍
南會員の
増
加
明
治
二
十
九年度收
入支出薮
算表 入倉蕊の
駁收
跳乖るに、高等中學進士館の慶校と共に、教授生徒の新来を受けて龍南會員も俄にその數を増加したのである
が、同年一月發行の雑誌第四十九號（一一九、一○・一一四、雑報）には、次の通り記してゐる。
かくて新役員による一一十九年度龍南會收入支出豫算表は、次の如く承認可決せられた。
明治廿九年度龍南會收入支出豫算
０
回
收入豫算總額
一○一一二、○八五
厘分
支出豫算
雑
誌
演
説部
四
九
四
、
○
○
○
繋
劒
部
・
一
○
六
、
○
○
○
柔道部
一
○
○
・
○
○
○
弓術部
五
三
、
○
○
○
運動部
、八四、七○○
無所属
一九三，一一一八五
合計
一
○
三
一
、
○
八
五
この豫算案通過の後、前記の如く來ろ九月よりの新入會には、入會費金拾鐘宛を課することが議決せられてゐ
〆や。
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四
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六
後役員會ヲ開テ會ノー部トナスベキャ否ヤヲ決スペシ
但新設部門ノ發起人ハ賞初之ヲ本會一一通知シ置クコトヲ要ス
①⑯一條を加へ、一一十九年一月十六日に行はれた役員會議の結果、
一委員ハ各組ヨリ十人毎－二人ノ選畢代理人ヲ出シテ選學セシム。但各組人員ノ計算ハ、出席簿記載ノ数ヲ
以テシ、端数一一ハ、四捨五入ノ法ヲ用１．若シ一組五人以下ナルトキハ、一人ヲ出スヲ得
一一一名ノ總務委員中、一名ハー部生ヨリ、他ノー名ハニ部竝一一一一一部生ノ中ヨリ選出セシム
ー
從
來
ノ
改
選
期
ヲ
改
メ
テ
、
毎
年
三
月
十
日
乃
至
十
五
日
ト
ス
｜會費ヲ學期紬トシ、毎學期ノ初〆、四拾銭宛授業料ト共一一納付セシム。但來ル第三學期ヨリ寳施ス
等の各條を追加し、同年四月より實施せられたる會計規則第一篠に依れば、
通常會員ハ會費トシテ｜學年一一付金堂圓威拾銭ヲ紬ムルモノトス
但金額ヲ三分シ各共一分ヲ毎學期授業料納付期日一一徴收ス
と定められ、同年同月追加せられたものに、
新入ノ通常會員ハ入會費トシテ金拾銭ヲ紬ムルモノトス
の一箇條がある。乃ち入會費は、明治一一十九年四月より始まったことが知られ、一一一月十一一日午後一一時三十分よ
●
ｂ、既に各學級各組に於て、新選畢法に基いて選出せる選畢代理人凡そ五十人が、始めて一堂に相會して新委員
の選曇を行ったのである。
進士館生徒諸子を迎ふ
第
二
享
龍
南
會
の
今
昔
AＩ ０目‐・巴且■ＦＤＰｄの０●目ロロⅣ■ｍ００Ⅱ、ＤⅢ‐ｑＤｗｉウー、ひ。▲■Ｐ‐●酢ロＤＰ０ヶ・匹曰ｐ４Ｉｌ▼
四
三
七
卜ＦｌＩｈｍｗ句０勺いわ§酬いⅡ＃ＪⅢⅢ。Ⅱ刀Ⅸ山ＷｎｕⅡⅡｒ雌Ⅱ凸？ＨＩｕ別Ⅱ刑‐Ｉ印ⅡＬ伽乢目ⅡⅡⅡＭＭｒｎＵＩｌ砂州、１両し机肌Ｎｈ岨冊凹ⅡⅢＪ腱ｎＦⅡⅢ川船ＮＨＭ制し肌ｗ脆爬爬脂川胡刊叱汕卜洲佃時小川閏珂臓『小がい“．．Ⅳ淵帷一Ｍ瑠狙科羽他一司凹叫鯏ｊＶ－ｐⅣ‐乢肌いぃ相ＨいⅢ□・帥ｆ熔呵〃何心門ⅢⅢ旧吋偲，。、０‐。Ｔ〃岫旧Ｍ１好ⅡⅢ川一口旧旧呵ｉｎ０油旧冊岻ⅡＯｉＮ川叩甜距Ｙ刈胆７１‐１１ⅢｆＪワ曇ＩｌＩｉＪ■ｌ心し曰炉印・山山叩ねＨ叩ⅡＦ心口ＷｍＷＷ０兵
戸
外
遊
戯
部を運動
部と改稻
端艇會の
成
立
よ
り
該部へ
「濟美」奉
掲》》轡螂
所圏財産
の分配
選手遠征
薮
補
助
麟嚇綱函
水泳等の
成立、運
動
部
の
慶
止
、
山
岳
綱》総搬 樗 薮算 議に組 参
加
の
提
唱
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三
八
遠く西邊の一睡に鐸立して、他の六校と其の肩を竝ベパ中略）隠然西陸に重きを教せしもの之を高等中學造士
館となす。その設立されしより年を累ぬること弦に九星霜、事漸くその緒につかんとして、天下の趨勢は端な
父も是等幾十の教授と二百餘の健兒とを躯て訣をその校に告ぐるに至らしめたり。
．（中略）諸子既に吾校に來る、（中略）
鳴呼鹿兒島高等中學學友會は解散せられて薩隅の連山長へに臥す。諸子の心情察するに堪へたり。諸子を迎ふ
るに際し課をなすこと繭り。（蝋〉一一縞鳩騨噸鯲炉揃酢獣蝉綱辮眺聰搬肪肋叱鞆派Ｔ肌娃ハ叶跳や熟談瀦勤筋縦數鰐臓の）
而して從來の戸外遊戯部が運動部と改稀せられたのもこの年のことであり、一一十八年日清戦争直後に成立せろ
端艇會が龍南會の部となったのは、三十一年四月の豫算會通過以来のことであり、小松宮殿下の御額「濟美」が
奉掲せられたのは、三十一年六月のことである。（第一一一篇第三章参看）
降って一一一十九年三月、工學部分立の爲に、本會は一一百除名の會員を減じ、所属財産の中、端艇霧島竝に附属品
及び基本金の四分の一に相當する一百七十五回、テーース。コート一一個、テーース用ネット一個、ネット張器械等を
分與したのであるが、雑誌第百十六號には次の公告を掲げてゐる。
公
告
龍南會豫算會へＹ、Ｎ生の希望
今龍甫會豫算會（例年第二學期の経ｂにあり）に龍南會費を使用すべき委員の外に會費納入老たる一般各組生
徒を代表したる組長を列席せしめて龍南會豫算の決議樵を與へたならばどんなものであらうか。（下略）
右に依れば、各組の組長を豫算會議に参加せしめることは、今日よりすれば當然のことであるにも拘らず、當時
は軍なる希望に過ぎなかったことが知られると共に、遠征費補助の如きも、大正一一一年度までは、悉く之を有志の
寄附に待ち、同四年度より、總收入一一一千一百五十一圓の中、各部選手遠征費補助として、一一一百一一十圓を支出する
こ
と
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
｜
●
總務部報（大正四、一一一、一一一○℃第百五十七號）
十一一月廿四日本會剣道野球両部撰手京都遠征に就き募集中なりし寄附金を集む、総額萱百四拾載圓七拾参銭
マロ
雨部に切半す。尚撰手は午後出發す。
而して明治四十一年には、野球部及び庭球部が加はｂ、同四十二年には、運動部が魔せられて、水泳部が加は
りや大正一一一年には、撃剣部を剣道部と改樗し、同九年には、山岳部が加はｂ、同十一年には、陸上競技部が川は
り（前年倶樂部公認）、同十一一年には、蹴球部が加は０、昭和一一一年には，ラグビーを編入し、同四年、ラグビー
部の燭立を認め、又篭球部が加はｂ、同五年には、弓術部を弓道部と改稻、同六年には、排球部及び馬術部が加
第一一章龍南會の今昔
四三九
Ｆ虹
ゐる。 從來ノエ學部ガ熊本高等工業學校ト改稀シ新二潤立シクル爲二木曾ハニ百餘ノ會員ヲ失う事トナレリ。
尚本會所屡ノ財産ハ審議ノ結果端艇霧島、竝一一コし一一相當スル附属品、基本金ノ五分ノー印百七十五回、テ
ニスコート一一個、テニス用ネット一個、及ネット鵜機械ヲ分與シタリ。
総務委員
然るに、大正一一一年六月發行の第百五十四號には、Ｙ、Ｎ、生より龍南會溌算會への希望と題する一文を寄せて
日
に、それ竿に關する直接の記事は見賞らないやうである。（一茜。一一９頁参看、筆者註）」
》部と改稀せられたのもこの年のことであり、二十八年日清戦争直後に成立せろ
』、三十一年四月の豫算會通過以来のことであり、小松宮殿下の御額「濟美」が
皿のことである。（第三篇第三章参看）
変立の爲に、本會は二百除名の會員を減じ、所属財産の中、端艇霧島竝に附属品
》一百七十五回、テーース。コート一一個、テーース用ネット一個、ネット張器械等を
部
・
排
球
部
・
馬
術
部
・
普
樂
部の成立
〆航節威
ホ
ッ
ケ
ー
倶楽部の
舩鰄の複
雑
化昭和
十
二
瀞度通算
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四
○
はｂ、同七年には、一音楽部が加はｂ、（前年倶樂部を公認）篭球部を籠球部と改構し、同十二年には、ホッケー
倶樂部が公認せらる淨等、豫算も次第に増加し、一面、生徒定員の減員に件うて、會員の数も少くなり、豫算編
成の際に於ける總務部と各部委員との折衝も、容易ならぬものがあるやうである。
又．諸規則も漸次複雑を來し、總則十一陳、事務取扱規則七條、會計規則十二條、役員選學規則七篠の外、龍
南會役員選學規則施行細則の如きは、第一章委員候補者の推薦｜一條、第一一章委員の選學十八峰、第一一一章委員富選
者六條、第四章委員の補充四催、第五章選學運動六條といふ風に詳細に亙ってゐることは、近代世相の一端の現
れと謂ふくきであらう。中に就いて、第五章選學運動の條項に、「戸別訪問ヲナス事ヲ得ス」とか、「選墨事務所ヲ
設置スルコトヲ得ス」とか規定されてゐるのは、その弊の基しきを認めた結果に外ならないのである。
なほ前記の豫算との比較の爲に、昭和十一一年度の豫算表を掲げて置きたい。
昭
和
十
二
年
度
龍
南
會
豫
算
表
牧
通常會員費
新入生入會費
名譽會員費
預金利子一
基本金利子
前年度繰越金
＄
前年度遠征費繰越金
補助金合計
支
出
之
部
『
總
會
計
所
属
二、無所麗會計所鴎（榊即針引醐櫟部
一一一、演説部
四、雑誌部
五、剣道部
六、弓道部
七、柔道部
八、野球部
九
、
庭
球
部
一○、端艇部
一一、水泳部
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入
之
部
園
一
人
一
○
、
五
○
六五○人分
一
人
三
、
五
○
二
二
○
人０
～－〆
回
六八二五、
七七○、
七○○℃
五
八
○
，
七
六
○
六
六
「
七
七
○
三○○、○○○
九
九
五
七
、
五
三
○
三一一九四、九五○
一六一○、五七○
六
七
、
一
○
○
五
四
三
、
○
○
○
一一二六、七一一○
二
八
七
℃
七
六
○
四
一
三
、
○
○
○
六
二
六
、
四
五
○
四一七、○○○
一一一三一、六○○
二五一、六五○
四四一
一二○，○○○
○○○
○○○
○○○
副趾
仏
郡
叶
・
い
、
。
ｒ
‐
鵬
脚
い
い
「
龍
南
」
と
改
題
谷
將
軍
の
題
叢
Ｐ
ｌ
ｉ
ｐ
ｒ
ｌ
０
■
字
Ｑ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｈ
－
ｉ
■
４
■
巳
會
の
際
に
は
、
既
に
表
紙
の
文
字
改
版
代
も
通
過
し
た
が
、
谷
干
城
の
筆
と
知
っ
て
一
時
中
止
せ
ら
れ
、
大
正
八
年
十
月
發
行
の
第
百
七
十
二
號
よ
り
は
、
遂
に
「
龍
南
」
と
改
め
ら
れ
て
了
っ
た
。
同
年
十
月
一
一
十
五
日
の
庶
務
課
日
誌
に
は
、
次
の
如
く
書
い
て
あ
利
抓
汕
測
靴
銚
麺
祁
荊
溌
識
謙
灘
騨
剛
醗
騨
離
諏
蝋
靴
勲
剰
雅
諏
鱒
鯏
喝
鵡
部
Ⅶ
靴
鐵
」
腓
屯
芹
飛
鰕
瓜
ｆ
堀
埒
↓
：
．
！
ｒ
沖
Ⅸ
冊
馴
‐
町
・
バ
ー
印
鰯
康
螂
關
呼
醗
騨
雌
維
雛
蝋
辮
緋
”
》
鉾
懸
》
》
噸
織
嫌
識
叱
爾
来
毎
號
種
々
技
巧
的
な
表
紙
を
用
ひ
、
往
々
文
藝
部
の
名
す
ら
使
用
せ
ら
れ
て
、
豫
算
會
の
席
上
問
題
と
な
っ
た
く
ら
ゐ
で
従
第
一
一
章
龍
南
倉
の
今
昔
四
四
三
Ｚ
巳
○ i41H6】
送
付
取
計
ヒ
タ
リ
。
内
務
大
臣
へ
龍
南
會
雑
誌
題
號
改
祷
屈
ヲ
春
野
發
行
人
ヨ
リ
提
出
ス
。
内
務
、
文
部
、
熊
本
市
警
察
署
へ
該
雑
誌
本
月
刊
行
分
ヲ
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一
二
、
山
岳
部
一
三
℃
陸
上
競
技
部
一
四
、
ァ
式
蹴
球
部
一
五
ワ
ラ
式
蹴
球
部
一
六
、
鮪
球
部
一
七
、
馬
術
部
一
八
、
排
球
部
■
Ⅲ
Ｕ
、
’
已
咀
■
▽
。
n
．Ｉ
ｒＪ
二
四
三
、
○
○
○
三
四
五
、
七
○
○
一
一
一
二
九
、
二
六
○
四
○
五
、
四
一
○
一
四
四
、
三
一
○
九
八
、
八
○
○
’
四
三
、
七
五
○
一
九
、
香
樂
部
七
八
や
五
○
○
合
計
九
九
五
七
。
五
三
○
而
し
て
總
會
計
所
属
の
中
．
各
部
遠
征
補
助
費
に
二
千
二
百
一
一
十
九
回
を
充
て
て
ゐ
る
の
は
、
大
正
四
年
度
に
比
し
て
隔
世
の
感
が
あ
り
、
又
、
無
所
属
會
計
所
属
の
中
、
記
念
祭
行
事
費
と
し
て
五
百
六
十
回
を
充
て
て
ゐ
る
こ
と
も
、
こ
の
際
特
に
附
記
し
て
置
く
。
経
ｂ
に
、
龍
南
會
雑
誌
に
就
き
一
言
す
れ
ば
、
明
治
二
十
七
年
十
月
發
行
の
第
一
一
十
九
號
よ
り
は
、
題
簑
に
も
谷
將
軍
揮
毫
の
字
を
用
ひ
る
や
う
に
な
っ
た
。
同
號
雑
報
に
は
、
新
入
藷
君
に
告
ぐ
、
表
紙
「
龍
南
會
雑
誌
」
の
五
字
、
是
れ
丁
丑
の
役
、
我
銀
杏
城
に
擦
り
て
陵
の
躯
鮴
を
担
ぎ
た
る
谷
將
軍
の
書
す
る
所
、
其
筆
勢
の
雄
偉
穏
健
亦
以
て
將
軍
の
風
采
を
想
ふ
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
（
中
略
）
仰
い
で
城
頭
を
望
み
、
価
し
て
此
字
に
對
す
。
諸
君
の
感
懐
果
し
て
如
何
。
と
記
し
て
ゐ
る
Ｃ
然
る
に
時
代
の
推
移
は
青
年
心
理
に
影
響
し
て
、
そ
の
内
容
も
著
し
く
文
藝
的
に
叉
思
想
的
に
傾
き
、
大
正
三
年
度
の
豫
算
四
四
二
●
灰
か
Ｍ
肥
し
■
ｒ
Ｉ
‐
炉
－
‐
申
■
ヨ
門
１
－
に
咄
ｒ
肘
Ｉ
‐
１１
ｒｉｌ
１ｉｉ
７４Ｌ快
陥
：Ｕ
Ｉｉ'ｐ
Ｅ１
ｊＩ
ｉｌｊ
Ｐ･単
ｄ
研
。
r露;鐘
議
御
台臨の
各
宮
殿
下
北
白
川
雨
宮
殿
下
有
栖
川
宮
殿
下
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四
って、雑報欄の如きは、殆ど無覗せられて了・ってゐたが、近年再び雑誌部の名に復つたのである。
高雄艦長海軍大佐有栖川宮威仁親王殿下には、明治一一十五年十一月一一十一日、一一一角より御來熊、縣官憲兵随行
員等と共に御台臨の上、授業の模様をも御覧あらせられた。適のことシで諸般の準備も届きかねたが、職員生
徒一同、門前に整列して迎遥し奉った。
北白川第六師園長官能久親王殿下には、明治一一十五年十一一月一一十九日、文武官民畢生等の奉迎裡に御着熊あら
せられ、御息所殿下には、同一一十六年一月一一十八日御來熊、本校生徒は春日騨（現熊本騨）の緑門下に整列して
奉迎した。然るに翌一一十九日の日曜日に、特に本校生徒御延引の御趣に付、校名を以て九州日日・九州自由・
第
一
章
補
遺
四
四
五
徒
一
同
、
門
前
に
整
列
し
て
迎
北
白
川
雨
宮
殿
下
所である。
有
栖
川
宮
殿
下
一各宮殿下の台臨竝に奉還迎
各宮殿下の御動靜に就いては、具申書の有無、記録の精粗等の爲に、救事の統一を峡くのは、蓬だ遺憾とする
● ●第
四
篇
第
一
章
補
遺
●
Ｉ
